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　　居　　室３

　　浴　　室４

　畳は湿気を嫌いますので、温暖器具を使用
する冬期や、梅雨時期には換気と風通しを充
分行うよう心掛けましょう。
○畳の虫の予防と対策
　　畳の虫には特に「ダニ」が多く、数種類い

ます。予防と対策として下記のことにご注
意ください。

　・年に１、２回程度、畳の裏面に直接日光を
当てて干す。

　・換気と風通しをよくし、畳を乾燥させる。
　・畳の上に通気性の悪いカーペットを敷かな

い。もし畳に虫が発生したら、専用の薬剤
処理を行うか、専門業者に相談してくださ
い。（入居者負担）

　　※白アリ（羽アリ）が発生した場合は、指
定管理者に連絡してください。

　ふすまは、湿気や乾燥状態を繰り返すことで
ゆがみが生じ、開閉がスムーズに行えなくなる
場合があります。
○敷居の滑り調整
　　敷居の滑りが悪い場合には、サンドペー

パーで敷居の汚れなどをよく落とし、そのあ
とロウやワックスを塗ります。

　　レールの間のゴミや異物の清掃を心掛けま
しょう。

　　アルミはアルカリ性に弱いため、洗剤が
残っていると窓枠を傷める原因になりますの
で注意してください。

○ガタ付きの直し方
　長時間使用すると、窓枠に多少のゆがみが出

たり、サッシの調整が狂ってきたりしてアル
ミサッシの開閉の際にガタ付くことがありま
す。

　　こうしたトラブルは２つの戸車の高さがず
れていることが原因です。

　　サッシの下端についているビスの調整で戸
車を上下させることができます（左図参照）

　　なお戸車の調整後、端に付いている樹脂製
の部品（召し合わせシールピース）も調整

　し、レールとのすき間をなくしておいてくだ
さい。

○クレセントの調整
　　アルミサッシのカギのことをクレセントと

いいます。
　　クレセントの調整方法は左図の通りです。

クレセント本体に付いているビスで上下方向
の調整、クレセント受けに付いているビスで
左右方向の調整ができます。

　浴槽の湯アカ・せっけんカスは、こまめに掃除しましょう。そのままにしておくと、固まって落ちにくく
なります。また、排水口は髪の毛等が詰まりやすいので、目皿を取りはずし清掃をしてください。
※床と壁の取合い部等のコーキングの目地切れがある場合は階下への漏水の原因となりますので、指定管理

者に連絡してください。

　浴室内は湿気が多く、カビが発生しやすい条件を備えています。換気扇の換気だけでは不十分ですので、
入浴後、湿気が室内にこもらないように窓を開け放つなど、浴室内の換気に努めてください。

●畳

●ふすま

●アルミサッシ

●使用について

●換気について

クレセント本体
引っ掛かって締まりに
くいときに調整する
クレセント受け
締まりぐあいが緩
いときに調整する

○

○

壁
天井

鴨居

柱

畳寄せ

■アルミサッシのガタ付きの直し方

■アルミサッシのカギ（クレセント）の調整のやり方

十字ドライバー
（ねじ回し）

召し合わせ
シールピース

中のビスを
回して調整

この戸車を上げる この戸車を下げる

本体の調整

クレセント受けの調整
調整

ゆるめて、
上下に調整

ゆるめて、
左右に調整

上下に調整して
すき間をなくす

この向きに
直す場合 上がる

ゆるめて調整

下がる

襖

引掛シーリング天井廻り縁

クーラー用
スリーブ

付鴨居

テレビ用接続端子

小窓用
留め金物

クレセント サッシ本体

コンセント
畳表

畳床

■快適なくらしのために　ー建物専用部分の手入れの手引きー

　　玄　　関1

　　台　　所２

　玄関ドアには、防犯上精度の高いシリンダー錠が取
り付けられています。鍵（キー）を掛ける時は根元ま
で確実に差し込んでから、やさしく回してください。
　鍵の差込が堅い場合は、普通の黒鉛筆の芯を粉にし
て、鍵の摩擦部にこすりつけると動きやすくなります。
○鍵穴に（市販の）専用油以外の油をさすことは、故障

の原因となりますので絶対にやめてください。

　玄関ドアには、自動的にドアを閉鎖する装置、ドア
クローザーが取り付けてあります。ドアクローザーの
機構はデリケートにできているため、無理に閉めたり
すると故障の原因となります。クローザー自身の速度
に合わせてご使用ください。

　玄関やバルコニーの土間は防水を行っていませんの
で、水を流されますと階下に漏水する原因となります。
掃除時には打ち水程度にしてください。

　流し台、ガス台の天板は主にステンレス製で、扉は
化粧合板が使われています。ステンレス製でも汚れを
そのままにしておくと錆びることがありますので、使
用後は乾いた布で拭きとっておきましょう。
　また、流し台の下の収納場所は調味料や油汚れで湿
りがちですので、定期的に中のものを全部取り出して、
内部を十分に乾燥させ、清潔にするよう心掛けてくだ
さい。

　目皿、ストレーナー（ゴミよけ）は、流し台に流さ
れた米粒や茶がらなどの調理くずが、直接配水管に流
れ込まないよう防止する役目をするものです。排水ト
ラップの一部に常時水が溜まっていて（図の斜線部
分）、これに「わん」をかぶせて臭気が上がってくる
のを防止しています。
　次の点に注意してご使用ください。
　○油を流さないでください。
　　排水管に油泥が溜まり、つまりの原因となります。

また、化学薬品や熱湯を流すと、排水トラップや塩
ビ管が変形したり、漏水の原因となる場合もありま
す。

　○目皿・ストレーナー（ゴミよけ）は常に手入れをしてください。
　　わんは簡単に取りはずしできますので、定期的に

手入れをして、溜まったゴミを取り除いてください。

※浴室の床排水口や洗濯機置場の防水パンの排水口も
同様の構造となっております。

　結露とは、室外と室内の温度差が大きいため暖かい空気が冷やされて、壁・天井・床・ガラスなどに水滴と
して付着する現象をいいます。この結露状態をそのまま放置しておくと、表面にシミ・カビが発生して、やが
て下地材まで腐らせることになります。
　コンクリート造りの住宅は木造住宅と違ってすき間が少なく自然換気が充分でないため、結露は暖房器具を
使用する冬期や、湿気の多い梅雨時におこりやすく、特に北側の壁や押入の壁などに多く発生します。これは
現在のコンクリート造りの共同住宅には避けがたいものです。結露をできるだけ防止するには次のことが考え
られます。

●鍵

●ドアクローザー

●ステンレス流し台

●排水トラップ

■結露とカビ

●玄関（バルコニー）土間

・室内を過剰に暖かくしすぎない。

・室内（及び外壁面に接する押入）の換気を十分に行う。

・畳の上に、通気性の悪いカーペットを敷かない。

・家具などを置く場合は、壁面から少し（約10㎝）離す。

・結露部分は、乾いた布でこまめに拭き、常に乾燥状態を保つようにする。

■排水トラップ

引掛シーリング

天井
鴨居

壁

鍵前

ドアチェーン

ブレーカー
ドアクローザー

玄関ドア本体

郵便受箱

モルタル土間

木製巾木

幅木

目皿
流し台

わん

排水パイプ

本体

ストレーナー
（ゴミよけ）

吊戸棚

スイッチ又は
コンセント

水栓器具
流し台

ガス栓

コンロ台

ドアスコープ
（のぞき窓）

換気用フード（キッチンフード）
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　　居　　室３

　　浴　　室４

　畳は湿気を嫌いますので、温暖器具を使用
する冬期や、梅雨時期には換気と風通しを充
分行うよう心掛けましょう。
○畳の虫の予防と対策
　　畳の虫には特に「ダニ」が多く、数種類い

ます。予防と対策として下記のことにご注
意ください。

　・年に１、２回程度、畳の裏面に直接日光を
当てて干す。

　・換気と風通しをよくし、畳を乾燥させる。
　・畳の上に通気性の悪いカーペットを敷かな

い。もし畳に虫が発生したら、専用の薬剤
処理を行うか、専門業者に相談してくださ
い。（入居者負担）

　　※白アリ（羽アリ）が発生した場合は、指
定管理者に連絡してください。

　ふすまは、湿気や乾燥状態を繰り返すことで
ゆがみが生じ、開閉がスムーズに行えなくなる
場合があります。
○敷居の滑り調整
　　敷居の滑りが悪い場合には、サンドペー

パーで敷居の汚れなどをよく落とし、そのあ
とロウやワックスを塗ります。

　　レールの間のゴミや異物の清掃を心掛けま
しょう。

　　アルミはアルカリ性に弱いため、洗剤が
残っていると窓枠を傷める原因になりますの
で注意してください。

○ガタ付きの直し方
　長時間使用すると、窓枠に多少のゆがみが出

たり、サッシの調整が狂ってきたりしてアル
ミサッシの開閉の際にガタ付くことがありま
す。

　　こうしたトラブルは２つの戸車の高さがず
れていることが原因です。

　　サッシの下端についているビスの調整で戸
車を上下させることができます（左図参照）

　　なお戸車の調整後、端に付いている樹脂製
の部品（召し合わせシールピース）も調整

　し、レールとのすき間をなくしておいてくだ
さい。

○クレセントの調整
　　アルミサッシのカギのことをクレセントと

いいます。
　　クレセントの調整方法は左図の通りです。

クレセント本体に付いているビスで上下方向
の調整、クレセント受けに付いているビスで
左右方向の調整ができます。

　浴槽の湯アカ・せっけんカスは、こまめに掃除しましょう。そのままにしておくと、固まって落ちにくく
なります。また、排水口は髪の毛等が詰まりやすいので、目皿を取りはずし清掃をしてください。
※床と壁の取合い部等のコーキングの目地切れがある場合は階下への漏水の原因となりますので、指定管理

者に連絡してください。

　浴室内は湿気が多く、カビが発生しやすい条件を備えています。換気扇の換気だけでは不十分ですので、
入浴後、湿気が室内にこもらないように窓を開け放つなど、浴室内の換気に努めてください。

●畳

●ふすま

●アルミサッシ

●使用について

●換気について

クレセント本体
引っ掛かって締まりに
くいときに調整する
クレセント受け
締まりぐあいが緩
いときに調整する
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畳寄せ

■アルミサッシのガタ付きの直し方

■アルミサッシのカギ（クレセント）の調整のやり方

十字ドライバー
（ねじ回し）

召し合わせ
シールピース

中のビスを
回して調整

この戸車を上げる この戸車を下げる

本体の調整

クレセント受けの調整
調整

ゆるめて、
上下に調整

ゆるめて、
左右に調整

上下に調整して
すき間をなくす

この向きに
直す場合 上がる

ゆるめて調整

下がる
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畳表
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■快適なくらしのために　ー建物専用部分の手入れの手引きー

　　玄　　関1

　　台　　所２

　玄関ドアには、防犯上精度の高いシリンダー錠が取
り付けられています。鍵（キー）を掛ける時は根元ま
で確実に差し込んでから、やさしく回してください。
　鍵の差込が堅い場合は、普通の黒鉛筆の芯を粉にし
て、鍵の摩擦部にこすりつけると動きやすくなります。
○鍵穴に（市販の）専用油以外の油をさすことは、故障

の原因となりますので絶対にやめてください。

　玄関ドアには、自動的にドアを閉鎖する装置、ドア
クローザーが取り付けてあります。ドアクローザーの
機構はデリケートにできているため、無理に閉めたり
すると故障の原因となります。クローザー自身の速度
に合わせてご使用ください。

　玄関やバルコニーの土間は防水を行っていませんの
で、水を流されますと階下に漏水する原因となります。
掃除時には打ち水程度にしてください。

　流し台、ガス台の天板は主にステンレス製で、扉は
化粧合板が使われています。ステンレス製でも汚れを
そのままにしておくと錆びることがありますので、使
用後は乾いた布で拭きとっておきましょう。
　また、流し台の下の収納場所は調味料や油汚れで湿
りがちですので、定期的に中のものを全部取り出して、
内部を十分に乾燥させ、清潔にするよう心掛けてくだ
さい。

　目皿、ストレーナー（ゴミよけ）は、流し台に流さ
れた米粒や茶がらなどの調理くずが、直接配水管に流
れ込まないよう防止する役目をするものです。排水ト
ラップの一部に常時水が溜まっていて（図の斜線部
分）、これに「わん」をかぶせて臭気が上がってくる
のを防止しています。
　次の点に注意してご使用ください。
　○油を流さないでください。
　　排水管に油泥が溜まり、つまりの原因となります。

また、化学薬品や熱湯を流すと、排水トラップや塩
ビ管が変形したり、漏水の原因となる場合もありま
す。

　○目皿・ストレーナー（ゴミよけ）は常に手入れをしてください。
　　わんは簡単に取りはずしできますので、定期的に

手入れをして、溜まったゴミを取り除いてください。

※浴室の床排水口や洗濯機置場の防水パンの排水口も
同様の構造となっております。

　結露とは、室外と室内の温度差が大きいため暖かい空気が冷やされて、壁・天井・床・ガラスなどに水滴と
して付着する現象をいいます。この結露状態をそのまま放置しておくと、表面にシミ・カビが発生して、やが
て下地材まで腐らせることになります。
　コンクリート造りの住宅は木造住宅と違ってすき間が少なく自然換気が充分でないため、結露は暖房器具を
使用する冬期や、湿気の多い梅雨時におこりやすく、特に北側の壁や押入の壁などに多く発生します。これは
現在のコンクリート造りの共同住宅には避けがたいものです。結露をできるだけ防止するには次のことが考え
られます。

●鍵

●ドアクローザー

●ステンレス流し台

●排水トラップ

■結露とカビ

●玄関（バルコニー）土間

・室内を過剰に暖かくしすぎない。

・室内（及び外壁面に接する押入）の換気を十分に行う。

・畳の上に、通気性の悪いカーペットを敷かない。

・家具などを置く場合は、壁面から少し（約10㎝）離す。

・結露部分は、乾いた布でこまめに拭き、常に乾燥状態を保つようにする。

■排水トラップ
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　　便　　所５

　　水　　道６

水道の故障で一番多いのは、蛇口（給水栓）からの水漏れです。
蛇口のハンドルを締めてもポタポタ水が漏れたり、蛇口を開
けたときに異常音がするのは、コマやパッキンが減っている
ためです。
　（コマ、パッキンは消耗品です）
○コマ・パッキンの取替（入居者負担）
⑴まず水道メーターの元栓を閉めてください。
⑵蛇口の「上部」をはずします。
⑶ハンドル部を持ち上げ、ピンセットなどでコマを取り外し、

傷んだパッキンを取り替えるか、又は新しいコマ一式を入
れ替えてください。

⑷新しいコマ・パッキンを「上部」の穴に差し込みます。ハ
ンドル部をななめに持ちコマが落ちないよう、指先で軽く
押さえながらはめ込みます。

●便器の詰まり 　 市 販 の ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 以 外 の 紙
（ティッシュペーパー等）は水に溶けにくく詰
まりの原因になるので使わないでください。

○便器が詰まったとき
　　便器が詰まったとき、そのまま流すと汚

水が便器からあふれ、事態をますます悪く
します。（最悪の場合、階下に漏水します。）

　　便器が詰まった場合には便器の排水口に
ラバーカップ（ボンテン）を密着させ、静
かに押し付け、勢いよく引いたり、押した
り、数回繰り返してください。詰まりが簡
単にとれます。（この時、透明ビニールシー
トの中央に穴を開け、ラバーカップの柄を
穴に通して用いると、汚水が周囲に飛び散
るのが防げます。）

　　それでも流れが悪い場合、その後再三詰
まる場合は固形の異物が詰まっている恐れ
があります。この様な場合には専門の修繕
業者に点検を依頼してください。（入居者
負担）

　　タンクに水を溜め、レバー操作で放水し
ます。万一、タンクの水が止まらなくなっ
た場合は、止水栓を閉め、フタを開けて鎖
のたるみ、はずみ、浮き玉の引っ掛かり等
を点検し、直してください。

　　なお、止水栓の開き加減はロータンクの
排水量に合わせて調整してあります。ロー
タンクの修理などの際に止水栓を開きすぎ
ないように注意してください。

　　※上記の修理をしても水が止まらない場
合は指定管理者に連絡してください。

●水栓

●ロータンク

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

天井廻り縁

直付照明器具

■便器が詰まったとき

■水道蛇口の断面図

■コマ・パッキンの取替

■ロータンクの仕組み
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（オーバーフロー管）
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　　便　　所５

　　水　　道６

水道の故障で一番多いのは、蛇口（給水栓）からの水漏れです。
蛇口のハンドルを締めてもポタポタ水が漏れたり、蛇口を開
けたときに異常音がするのは、コマやパッキンが減っている
ためです。
　（コマ、パッキンは消耗品です）
○コマ・パッキンの取替（入居者負担）
⑴まず水道メーターの元栓を閉めてください。
⑵蛇口の「上部」をはずします。
⑶ハンドル部を持ち上げ、ピンセットなどでコマを取り外し、

傷んだパッキンを取り替えるか、又は新しいコマ一式を入
れ替えてください。

⑷新しいコマ・パッキンを「上部」の穴に差し込みます。ハ
ンドル部をななめに持ちコマが落ちないよう、指先で軽く
押さえながらはめ込みます。

●便器の詰まり 　 市 販 の ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 以 外 の 紙
（ティッシュペーパー等）は水に溶けにくく詰
まりの原因になるので使わないでください。

○便器が詰まったとき
　　便器が詰まったとき、そのまま流すと汚

水が便器からあふれ、事態をますます悪く
します。（最悪の場合、階下に漏水します。）

　　便器が詰まった場合には便器の排水口に
ラバーカップ（ボンテン）を密着させ、静
かに押し付け、勢いよく引いたり、押した
り、数回繰り返してください。詰まりが簡
単にとれます。（この時、透明ビニールシー
トの中央に穴を開け、ラバーカップの柄を
穴に通して用いると、汚水が周囲に飛び散
るのが防げます。）

　　それでも流れが悪い場合、その後再三詰
まる場合は固形の異物が詰まっている恐れ
があります。この様な場合には専門の修繕
業者に点検を依頼してください。（入居者
負担）

　　タンクに水を溜め、レバー操作で放水し
ます。万一、タンクの水が止まらなくなっ
た場合は、止水栓を閉め、フタを開けて鎖
のたるみ、はずみ、浮き玉の引っ掛かり等
を点検し、直してください。

　　なお、止水栓の開き加減はロータンクの
排水量に合わせて調整してあります。ロー
タンクの修理などの際に止水栓を開きすぎ
ないように注意してください。

　　※上記の修理をしても水が止まらない場
合は指定管理者に連絡してください。

●水栓

●ロータンク

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

天井廻り縁
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